
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊ぶ相手がいなくて、神社の境内で歌った「でたらめな歌」を 

きっかけに不思議な夜の世界へ迷い込んだ男の子「かんた」。 

３人の妖怪と出会い、時間を忘れるほど楽しく遊んだのですが…。 

 

表紙がちょっと不気味な雰囲気なので、手に取るのをためらっていたら 

もったいないです！なぜなら３人の妖怪たちの「遊び」がめちゃくちゃ楽しい

からです。きっと子ども達は絵本の中に入って、自分も一緒に遊んでい

る気持ちになるのでは…。大人だって一緒に遊びたくなります。 

それほど登場人物たちの表情がとても豊かで、躍動感溢れる絵の世界

に惹き込まれます。 

少し怖かったり、楽しかったり、不思議な気持ちを感じる絵本です。 

ファンタジーの世界を、ぜひ親子で味わってください。 
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